
福島県職員より

10月２日（土）秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」にて、第１６回秋田県内避難者情報交換・交流会を開催

しました。新型コロナウイルス感染症の影響により、復興庁職員及び各県職員をお招きできず、テレビ会議での

開催となりました。避難されているみなさまへ分科会や交流会の内容をお伝えします。

復興庁職員より

東日本大震災により避難されている皆さまに心から御見舞を申し上げます。第２期復興・

創生期間が始まり、長期的な避難生活におかれましても、自治体やＮＰＯ団体等の協力の

もと、皆さまの心のケアや生活再建に向けて、引き続き相談対応、情報提供等に全力で努

めてまいります。

宮城県では「宮城県震災復興計画」の、「災害に強く安心して暮らせるまちづくり」や『復

旧』にとどまらない抜本的な『再構築』といった基本理念の下、被災者の生活再建や復旧・

復興に向けた様々な取り組みを進めてきました。被災者支援については、今後も中長期的

な対応が必要であり、一人ひとりに寄り添ったきめ細かな支援を実施していきます。

①生活再建の状況に応じた切れ目のない支援 ②回復途上にある産業・なりわいの下支え

③福島第一原発事故被害の対応 ④復興事業のフォローアップと成果・教訓の伝承

「宮城県震災復興計画」の後継に当たる新・宮城の将来ビジョンでは「復興完了に向け

たサポート」の基本方向の下、実施計画をし復興・サポート事業として実施していきます。 宮城県職員より

福島県では県外に避難されている皆さまが安心して生活が送れますように、相談の対応

や本県の支援策に関する情報提供、交流会の開催等を行う生活再建支援拠点を全国２６カ

所に設置しています。秋田県では「あきたパートナーシップ」が対応しています。

ふるさとへ戻りたい方が安心して戻れる環境づくりのため、福島県の現状を伝える事業

のほか、帰還・生活再建支援や各種相談窓口（原子力損害賠償・就職支援・子育て・学校

に関することなど）の情報提供に引き続き取り組んでいきます。

分科会のほか、「健康相談会」と「くらしの相談会」を開催しました。

交流会では、同郷の避難者同士、懐かしいふるさとの思い出話や、思いを共感できる

交流の場となりました。

開催報告

★当日の資料をご希望の方は郵送致しますので、総務課被災者支援班（０１８－８６０－４５０４）までご連絡ください。
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２つの大型ストーンサークルを中心とし、規則的に造ら

れた遺跡。土偶などのまつりの道具も出土し、中でも

数を表す土版は有名。

秋のオススメお出かけスポット

2021年７月２７日、ついに世界遺産に登録され、今や全国・全世界から注目を集めている

「北海道・北東北の縄文遺跡群」。全１７の構成資産のうち、秋田県にある「大湯環状列石」

「伊勢堂岱遺跡」の二つの遺跡をご紹介します！
約4,000年前の縄文文化に触れ、古代ロマンを感じてみませんか。

大湯環状列石（鹿角市） 伊勢堂岱遺跡（北秋田市）

４つのストーンサークルを有する希少性の高い遺跡。

大規模な祭祀場と考えられていて、保存状態がとて

も良い。

遺跡見学 ４月中旬～11月中旬（冬期閉鎖）
◎遺跡ガイド ボランティアガイド有り（要予約）

遺跡見学 ４月下旬～10月末日（冬期閉鎖）
◎遺跡ガイド ボランティアガイド有り（要予約）

ガイダンス施設 ガイダンス施設大湯ストーンサークル館 伊勢堂岱縄文館

■開館時間

４月～１０月

１１月～３月

■休館日

１１月～３月の月曜日

年末年始（１２月２９日～１月３日）

■入館料

無料（展示ホールなど有料施設有り）

■施設ガイド

ボランティアガイド有り（要予約）

■開館時間

９：００～１７：００

■休館日

毎週月曜日

年末年始（１２月２９日～１月３日）

■入館料

無料

■施設ガイド

ボランティアガイド有り（要予約）

【住所】

秋田県鹿角市十和田大湯

字万座４５

【TEL】

０１８６－３７－３８２２

【住所】

秋田県北秋田市脇神字

小ヶ田中田１００－１

【TEL】

０１８６－８４－８７１０

「どばんくん」の愛称で親しまれる土版。

見た目がかわいらしいだけでなく、土版に

設けられた穴の数が、口に１、目に２、右胸

に３、左胸に４、体の真ん中に 5、背中に６

と、規則的に並べられていることから、縄

文人が「数」の概念を持っていたことを示

す貴重な出土品とされています。

入り口で、出土した板状土偶を巨大

にしたオブジェが迎えてくれます。来

館した日時が表示されるので、記念

写真を撮るのに最適ですね。

土偶の人気投票などもやって

ますので、自分だけのお気に

入りを探すのも１つの楽しみ方

ですよ。

縄文時代の豊かな自然や、人々の暮らしに

思いを馳せながら、これからますます注目

される２つの遺跡を訪れてみませんか。

「北海道・北東北の縄文遺跡群」

に関するお問い合わせ

秋田県教育庁

生涯学習課文化財保護室

【TEL】

018-860-5193

【E-mail】

bunkazai@pref.akita.lg.jp
パンフレットは交流センターにもあります。

ご自由にお持ちください。

縄文工房

土器作り、手形作り、ペンダント作りが体験できます。

９：００～１８：００

９：００～１６：００

■information■
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避難者交流センターには相談員が当番制で在室して

おります。裏表紙のカレンダーにて当番相談員をお知ら

せしています。

お気軽にお立ち寄りください。

「ゆずります」「ゆずってください」両方の声を避難者交流センター内に掲示し、譲り合い

のお手伝いをしています。

ゆずります

ゆずってください

・そろばん

・小さめのマスク(２0枚）
・鉛筆（柄は色々あります）

・自転車（２６インチ） ２台
・ベビー服
ベビー用品
・八橋小学校体操着

（１５０㎝以上）

・冬用ブーツ（２０㎝～）
・冬用ブーツ（２８㎝）

・スキー用手袋
女の子用

・スキー用手袋

男の子用（４歳～）

譲りたいものがある場合は、交流センター

に写真をお持ちいただくか、

被災者支援班 Ｅ-mail：

hisaisya-shien@pref.akita.lg.jp

に画像データをお送りください。

開館日 水・木・金曜日 土曜日（第２・第４）
（祝日、生涯学習センター休館日は休館します）

開館時間 午前９時半～午後４時半

場所 秋田市山王中島町１－１
（秋田県生涯学習センター３F）

℡

・スニーカー（２０㎝～）
男の子・女の子用

・スニーカー（２７～２８㎝）
・洋服（１３０㎝以上）
男の子・女の子用

・洋服 男性用 Lサイズ

県児童会館

みらいあ

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

遠方の方や、交流センターを訪れる

ことが難しい方も、お電話でお気軽にご

相談ください。

「ただ話を聴いてほしい」

「ちょっと誰かと話したくなった」

などのお電話でも大丈夫です。

今年度もアンケート調査への御協力ありがとうございました。

毎年行うアンケートですが「いかがお過ごしでしょうか？何かお困りのこと等があればお知らせ

ください」という気持ちでお送りしています。今回は返送しなかったという方も、お話したいこ

と等がありましたら、相談員までお気軽に御連絡ください。

アンケート調査の御礼

-3-



支援相談員と一緒にぞうきんを縫いませんか？
皆さまに心を込めて作っていただいたぞうきんは、被災３県などにお届け
しています。どうぞお気軽にご参加ください。

ゆっくりと雑誌を読んだり、編み物や裁縫に熱中したり、おしゃべりを楽しんだり、各々好きなことを

して過ごしています。

交流センターには毛糸やかぎ針、裁縫道具やミシンもあります。

どうぞお気軽にお立ち寄りください(^_^)

【 開 催 日 時 】 令和３年１０月２１日（木） 午後１時３０分～３時３０分

【 参 加 料 】 無料
【サークル名】 お茶っこタイム「いいねが♪」

令和３年 １０月１４日（木）．２１日（木）．２８日（木）

１１月 ４日（木）．１１日（木）．１８日（木）．２５日（木）

午後１時～４時 お好きな時間にお越しください。

『いいねが♪』は秋田弁で「いいじゃない♪」を意味します。
好きなことをして過ごしましょう♪

これまでの累計４０４２枚！
心のこもったぞうきんは、たくさんの方のお役に立っています。

多くの方のご参加をお待ちしています!!

こころの寄り添い事業

10 月 保健師相談会

秋田県避難者交流センターにて、保健師による『こころの寄り添い相談会』を開催しています。
相談内容は厳守しますので、安心してご利用ください。

保健師が
お待ちしています

皆さまが毎日を快適に過ごせるように、健康相談や子育てに関する相談などを
行っています。その場で血圧測定もでき、生活の相談にも丁寧に応じます。

【開催日時】令和 ３年１０月２７日（水）午後 1時～４時
【相 談 員】在宅保健師（ゆずり葉の会）

※終了時間の３０分前までにお越しください。
※静かにお話ししたい方には、個室をご用意します。
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保健師による相談会も開催します！
健康に不安なこと、保健師にご相談ください！

支援相談員も参加します！お困りごと、不安に思うことなどございましたらご相談ください。近況報告
も大歓迎です。参加される皆さんと楽しい時間を過ごせるようお手伝いします。

保健師による相談会も開催します！健康に不安なこと、保健師にご相談ください！

避難されてきた方同士、ふるさとへの思いを語り合ったり、また地域の支援サポーターから
情報を得たり、県南区域で安心した生活を送るお手伝いをします。１０月は季節のお花の寄せ

植え体験を開催します♪どのようなお花が揃うかは当日のお楽しみに♪
また、おしゃべりをして楽しみましょう♪みなさまのご来場をお待ちしております。

【会 場】横手市高齢者センター内１Ｆ（横手市条里二丁目２番５２号）

【開催日】令和３年１０月１５日（金）季節のお花の寄せ植え体験
【時 間】午前１０時～午後３時

【お問合せ先】事務局 秋田県南 NPO センター（担当 今） 〒013-0046 横手市神明町 1-9
TEL 0182-33-7002（毎週木曜日休館） FAX 0182-33-7038 メール konkon@biscuit.ocn.ne.jp

連絡先
大仙フレンズ（事務担当；高橋）
TEL 090-9670-2852

「笑顔と元気で、風化させない想いをつなげよう」！

急激な感染拡大により、一時はどうなる事かと心配していましたが、小康状態となり、秋田
県のコロナ警戒レベルがレベル 3となったことを受けほっとした気持ちでいます。今年度の計

画通り感染対策をしっかりと行い「陶芸体験で交流会」を実施いたします。なお、感染の状況

‼次第では、中止することもありますので予めご了承願います
【10 月の交流サロンの日】

【日 時】 令和３年１０月２４日（日）「陶芸体験」で交流会 in 大仙 2021
午前 8時 45分 仙北地域振興局駐車場集合～14 時 25 分帰着予定

【場 所】 体験場所 「楢岡陶苑」窯元～「竹馬」昼食後交流会
【内 容】 詳細につきましては、別紙を参照願います。
【昼食代として】 大人 1、000 円（小学生以下無料）

移動交流センター同時開催

コロナウイルス感染症の状況により、内容
変更や中止となる場合もございますので、

予めご了承ください。

大仙
フレン

ズよ
り
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市町村 問い合わせ先 電話番号 体験

助成

引越

助成

住宅

助成

空き家

バンク
◎主な移住・定住支援制度

鹿角市 政策企画課 鹿角ライフ促進班 0186-30-1310 ○ ○ ○ ○ 引越費用最大 9万円補助

小坂町 総務課 企画財政班 0186-29-3907 ○ ○ ○ 新築の場合、固定資産税 5年間減免

大館市 移住交流課 移住推進係 0186-43-7149 ○ ○ ○ 空き家バンク活用、移住世帯、商品券上限

30万円支給

北秋田市 総合政策課 移住・定住支援室 0186-62-8002 ○ ○ ○ ○ 新社会人 1人最大 15万円交付

上小阿仁村 総務課 企画班 0186-77-2221 ○ ○ 小中学校給食費全額補助

八峰町 企画財政課 広報企画係 0185-76-4603 ○ ○ 町がリフォームした一軒家

家賃最大 3万 5千円

藤里町 総務課 企画財政係 0185-79-2111 ○ ○ ○ ○ 高校卒業まで医療費無料

能代市 移住定住相談窓口 0185-89-2163 ○ ○ ○ ○ 市内に居住し、就職する方奨学金返還助成

三種町 企画政策課 企画係 0185-85-4817 ○ ○ ○ 高校卒業まで医療費無料

移住・定住 市町村ガイド

秋田県２５市町村には、それぞれに移住・定住に向

けた支援制度があります。秋田県移住ガイドブック

「秋田暮らしはじめの一歩」でどんなサポートや特典

があるかチェックできます。

【移住相談窓口】

（公財）秋田県ふるさと定住機構

TEL ０１８－８２６－１７３１

＊秋田暮らしの魅力紹介

＊秋田への移住を

考え始めたら・・・

＊住まい探しをお手伝い！

＊移住体験住宅のご案内

体験ツアーや 6ヶ月以内の入居
期間のある体験メニューなどが
あります。詳しくは市町村に問
い合わせください。

秋田県北エリア

体験助成・・・移住体験に要する交通費や滞在費等の助成があります。
引越助成・・・引っ越しに要する費用の助成があります。
住宅助成・・・住宅の購入費用やリフォーム費用の助成があります。

空き家バンク・・・空き家バンク制度を整備しています。
＊助成対象の詳細についのお問い合は各市町村まで！

秋田県移住ガイドブック「秋田暮らし」は交流センターでもご覧いただけます。

ご希望の方は支援班までご連絡ください。（無料） 問い合わせ先 秋田県総務課被災者支援班 018-860-4504

北東北３県の中央にある

鹿角市は、りんごや桃などの

果樹栽培が盛んです。

また、ユネスコ無形文化財遺

産「花輪祭の屋台行事（花輪ば

やし）」や「大日堂舞楽」など

の伝統芸能、八幡平、湯瀬、大

湯に代表される温泉などが魅

力です。

鹿角市 小坂町

青森県境にある十和田湖

など、雄大な自然はもちろ

ん、明治の芝居小屋「康楽館」

や、「小坂鉱山」の関連施設が

今も大切に遺されていて、レ

トロな雰囲気が漂う小坂町。

かつての小坂鉄道を再利用

したレールパークなども人

気です。

大館市

忠犬ハチ公のふるさと・

大館は、きりたんぽの本場と

しても知られています。田園

と都市機能が融合したまち

で、医療機関やショッピング

モールが多数あり、低料金の

日帰り温泉も 24か所ありま
す！ほどよい田舎暮らしが

あなたを待っています。

大館能代空港がある北秋田

市は、羽田空港まで 70分でア
クセスできる場所にあり、秋

田県内で最も首都圏に近い地

域のひとつ。とはいえ、マタギ

文化が継承されてきた自然豊

かな地域でもあります。森吉

山や米代川で自然を満喫する

生活はいかが？

北秋田市

日本海に面した市町村の中

で、最も北に位置する八峰町。

世界自然遺産・白神山地の麓

であり、海と山の恵みが豊か

な地域です。全国でもいち早

く小中学校へ ICT 教育を取り
入れ、教育環境も充実。自然を

感じながら子育て支援充実の

八峰町で暮らしませんか。

八峰町

ブナの原生林を残す岳岱

はパワースポット。優しく湧

く湯の沢温泉につかり、休日

には素波里園地で遊ぶ。山女

（ヤマメ）が舞い、鮎が走る

藤琴川。世界自然遺産白神山

地。その自然が生み出す水の

ある暮らし。日々に乾きを感

じたら藤里町へ。この水は他

にはありません。

藤里町

。

次回は、

秋田

県央エリア

です。

上小阿仁村は、山間の小さな

村です。美しい自然に囲まれ、

さまざまな伝統芸能が今も受

け継がれています。天までとど

きそうな秋田杉、森と川による

豊かな大地、のびのびと子育て

できる田舎を、あなたの「ふる

さと」にしてみませんか。

上小阿仁村

能代市

木都として栄えてきた能代

市。木材加工やお祭りの伝統

と再生可能エネルギーなどの

新しい産業があります。医療

機関・商業施設・工業地帯、農

地、海、川、山、林もある、あ

なたの暮らしに合わせられる

まち！

じゅんさいで有名な三種

町。町民みんなで温かく迎え

てくれることが魅力です。オ

レンジ色の夕日に出会える海

岸、みどり色の田園風景、澄ん

だ空気の中でのんびりとした

田舎ライフが味わえます。人

の優しさを感じながらゆった

りとした時間の中で新しい自

分に出会ってみませんか？

三種町
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3 4 5 6 菊地相談員 7 只野相談員 8 石川相談員 9 矢澤相談員

【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 「ちくちくの会」

13：00～16：00

（避難者交流センター）

10 11 12 13 菊地相談員 14 只野相談員 15 矢澤相談員 16

【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 「ちくちくの会」

13:00～16:00

（避難者交流センター）

「横手・湯沢避難者交流

サロン」

１０：００～１５：００

＊季節のお花の寄せ植え

体験

＊保健師相談会

（横手市高齢者センター）

【避難者交流センター休館日】

17 18 19 20 石川相談員 21 只野相談員 22 矢澤相談員 23 菊地相談員

【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 「ちくちくの会」

13：00～16：00
「お茶っこタイムいいねが」

13:30～15:30

（避難者交流センター）

24 25 26 27 石川相談員 28 只野相談員 29 菊地相談員 30

【避難者交流センター休館日】

「陶芸体験で交流会

ｉｎ大仙2021」

「移動交流センター」

８：４５～１４：３０

＊保健師相談会

（楢岡陶苑、ｸﾘ゙ｰﾝﾊﾚ゚ｽ）

【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 「保健師による定期相談会」

13：00～16：00

（避難者交流センター）

「ちくちくの会」

13：00～16：00

（避難者交流センター）

【避難者交流センター休館日】

31 11

/1

2 3 文化の日 4 5 6

【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 【避難者交流センター休館日】 「ちくちくの会」

13：00～16：00

（避難者交流センター）

【避難者交流センター休館日】

【スマイル通信】（秋田県内避難者支援情報紙）

令和３年 １０月 ７日 第１１９号

秋田県総務部総務課被災者支援班

〒010-8570 秋田市山王四丁目１－１

電話 ０１８－８６０－４５０４

E-mail：hisaisya-shien@pref.akita.lg.jp

フリー
トーク

定期的に歯の検診に行っていて万全と思っていたら、

突然の歯痛。かな～り前に治療した歯のかぶせものがダ

メになっていて歯医者通いが始まりました。

治療中、先生に「これでダメだったら親知らずを抜い

て移植できるから大丈夫ですよ。隣の親知らずが残って

るから使えますよ～」と言われました。えっ？？？親知

らずって使えるんですか！！！知らなかったので驚きま

した。究極のエコと言っていいでしょうか。

（永須）
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